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市報と総合⽀所だよりについて 
 
 市では、市 のみなさんへの情報発信において、  的に「伝える」のではなく、必要とす
る情報が「伝わる」「届く」よう、内容のわかりやすさや伝達⼿段（媒体）などを⼯夫しながら
取組んでいるところです。このたび、こうした視点から「市報」と「総合⽀所だより」につい
て⾒直ししたいと考えています。 
 
１ 具体的な⾒直し内容 
①市報と⽀所だよりの掲載情報を整理（重複を解消）する。 
 〇市報は全市 に共通な情報、⽀所だよりには地域限定（密着）の情報掲載を基本とする。 

〇上記を踏まえ、⽀所だよりに掲載していた次の情報を市報に再編し、掲載する。（別紙参照） 
（情報を集約することにより探しやすく、伝わる情報提供へ） 
・乳幼児健診、集団検診情報 
・⽀所主催のイベント等の情報 

「まちかどアルバム」の掲載回数を各⽀所年６回から１２回に増やす。 
   「ピックアップインフォメーション」や「情報ひろば」への掲載を充実する。 
②紙⾯を A４両⾯４ページから A4 両⾯２ページとする。 
③⽀所だよりのレイアウトを変更（紙⾯の有効活⽤）や、記事に写真、図表等を効果的に活⽤

し、わかりやすい表現（⽂字量）となるよう⼯夫する。 
④多様な広報媒体を有効に活⽤に予算を重点的に配分し、DX（デジタル化）やペーパーレス化、

タイムリーな情報提供等を推進していく（「いつでも（最新）情報を知りたいタイミングで⼊
⼿できる」） 

・ホームページ、CATV（データ放送）、ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ） 
・CATV、FM ⿃取の市政広報番組等を放送（市報等と連携した情報を映像や⾳声で提供） 
・ライン（お友達登録で、市からのお知らせが届く）など 

  
２ 実施時期 
 令和４年４⽉号の市報、⽀所だよりから実施  

地域振興会議資料 
令和３年１0 ⽉２１⽇ 

担当課 
企画推進部 

秘書課広報室 
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２

令和４年４月号から「福部町総合支所だより」掲載情報の一

部が「市報」に再編されます。 
 

＜具体的な記載箇所の変更内容＞  

①支所だより「健康カレンダー」→市報『健康・病院』 
 

福部町総合支所だより１０月号 ４ページ（乳幼児健診） 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

市報 １０月号 １２ページ 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

記載箇所 

変更 
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３

②支所だより「まちかどアルバム」→市報『まちかどアルバム』 

福部町総合支所だより９月号 １ページ「まちかどアルバム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

市報１０月号 １０～１１ページ「まちかどアルバム」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※福部町でのイベント情報等は、市報の「ピックアップインフォメーション」

や「情報ひろば」でも掲載します。 

掲載回数を増やす ６→１２回/年 
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４

＜具体的な変更の内容＞  

③支所だより表題レイアウトの変更 
 

福部総合支所だより１０月号 表題 

 
 
 
 

支所だより表題（変更案） 

 人口：〇〇○〇人   世帯数 〇〇○世帯       年 月 日現在 

紙面を有効活用するため表題をスリム化 
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福部町のまちづくり構想実施計画　進捗状況（令和３年度分）

No 細施策
誰が（誰

と）
（誰と）

いつま
でに

いつま
でに
（実
績）

何をやる
達成目標

指数
実施内容

実施状
況

1
道の駅等と
併せた要望
活動の拡充

福部地域
振興会議

令和元
年度

令和元
年度

道の駅「きなんせ岩
美」「西いなば気楽
里」を視察する。

視察回
数：1回
以上

福部地域振興会議で「きなんせ岩美」「西いなば気楽里」を視
察（R1.11.22）。

完了

2
道の駅等と
併せた要望
活動の拡充

福部地域
振興会議

（国府地
域振興会
議）

令和2
年度

令和2
年度

国府地域振興会議と
意見交換を行う。
（新ＩＣ要望）

開催回
数：1回
以上

令和元年度は各地域振興会議、イベント等の連携について研究
を行い、令和2年度に意見交換を行うこととした。岩美広域農
道を活用した地域振興策について、岩美町、国府支所、福部支
所の事務担当者で意見交換を実施。道路の認知度が低いため
ロードマップを作成し認知度を高める案とした。その後、事務
局でロードマップ（案）を作成し、東部合同地域振興会議
（R2.10.23開催）で審議。案の内容に対する意見はあったが、
作成することについては了承を得た。２月の地域振興会議で修
正案を審議し、令和3年度にマップの作成を行う予定。

完了

3
道の駅等と
併せた要望
活動の拡充

福部地域
振興会議

令和2
年度

令和2
年度

先進地視察を行う。
（新ＩＣ要望）

視察回
数：1回
以上

福部町の中心部にある福部駅を活用した地域活性化策の検討材
料とするため、1R2.11.24に地域振興会議委員８名と事務局ス
タッフで若桜駅、隼駅、恋山形駅を視察。若桜駅については若
桜鉄道、若桜町役場職員と意見交換を行った。また、R2.12.10
には事務局スタッフが隼駅を守る会を訪問し、取り組み内容に
ついて聞き取りを行った。

完了

4
道の駅等と
併せた要望
活動の拡充

福部地域
振興会議

（交通安
全協会福
部支部）

令和3
年度

交通安全協会福部支
部と連携して駟馳山
峠で街頭啓発を実施
する。（新ＩＣ要
望）

啓発回
数：1回
以上

新ICに関するチラシ等を作成し街頭啓発時に配布する予定で
あったが、令和３年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のた
め啓発物品とチラシの配布は行わなかった。次期計画に引き継
ぐ。

次期計
画へ

5

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

福部町地
域振興課

（ 国 府 地
域 振 興 会
議）

令和2
年度

令和2
年度

きなんせ岩美→岩美
広域農道→因幡万葉
歴史館をつなぐイベ
ントについて国府地
域振興会議と意見交
換をする。

開催回
数：1回
以上

令和元年度は各地域振興会議、イベント等の連携について研究
を行い、令和2年度に意見交換を行うこととした。岩美広域農
道を活用した地域振興策について、岩美町、国府支所、福部支
所の事務担当者で意見交換を実施。道路の認知度が低いため
ロードマップを作成し認知度を高める案とした。その後、事務
局でロードマップ（案）を作成し、東部合同地域振興会議
（R2.10.23開催）で審議。案の内容に対する意見はあったが、
作成することについては了承を得た。２月の地域振興会議で修
正案を審議し、令和3年度にマップの作成を行う予定。

完了

6

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

福部地域
振興会議

（ 砂 丘 の
ア ク テ ィ
ビ テ ィ 事
業者）

令和2
年度

砂丘のアクティビ
ティ事業者と情報交
換のための会議を開
催する。

開催回
数：1回
以上

鳥取砂丘未来会議を招き、活動内容、観光振興について意見交
換する。

実施予
定

7

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

福部地域
振興会議

（福部町
地域振興
課）

令和3
年度

きなんせ岩美、鶏岩
(蔵見)、美歎牧場、
因幡万葉歴史館など
でスタンプラリー(徒
歩＆バス)を検討す
る。

検討回
数：1回
以上

令和３年度はロードマップを作成し、住民等に道路の周知を
図った。
とっとりふるさとリーダーアカデミーで、国府町美歎地区から
広域農道を活用したウォークイベント開催の提案があり、福部
側の自治会の協力があれば実現の可能性あり。R4年度以降継続
検討とする。

次期計
画へ

8

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

観光・ジ
オパーク
推進課

令和3
年度

令和3
年度

砂の美術館で渋滞対
策のアンケート調査
を実施する。

調査回
数：1回
以上

県の渋滞対策本部では、令和３年度から渋滞に対する意見や問
い合わせをTwitterで受け付けることとした。コロナ禍におい
ては、対面でのアンケートが困難なので、このTwitter情報を
分析し、今後の渋滞対策に活用する予定であったが、新型コロ
ナウィルスの影響で入込客が少なく、またTwitterでの情報発
信も初の取り組みで閲覧者が少なく、反応もなかった。来年度
以降も、改良しながらこの取り組みを行う。

完了

9

観光振興及
び交通渋滞
解消の効果
検証

観光・ジ
オパーク
推進課

令和3
年度

令和3
年度

砂丘周辺道路で一方
通行化を検討する。

検討回
数：1回
以上

ゴールデンウィーク期間中の砂丘周辺の交通渋滞対策では、オ
アシス広場～砂丘会館前、オアシス広場～ふれあい会館前を実
質、片側一方通行化して交通誘導を実施した。来年度以降も改
善しながら渋滞対策を行う。

完了
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福部町のまちづくり構想実施計画　進捗状況（令和３年度分）

No 細施策
誰が（誰

と）
（誰と）

いつま
でに

いつま
でに
（実
績）

何をやる
達成目標

指数
実施内容

実施状
況

10

インター
チェンジと
併せた要望
活動の拡充

福部地域振
興会議

（町内の関
係団体）

令和2
年度

会議に本課や町内の関
係団体を招き意見交換
する。

招聘回
数：1回以

上

都市企画課を招き、南北線の進捗状況について説明してもらう
よう調整すること。→事業主体は国交省、都市計画決定は県
で、市は地元という立場のため、都市企画課での説明は難し
い。
地域振興会議で国県を招聘するか協議する。
令和３年度の自民党要望の回答は次のとおり。
（国土交通省）
駟馳山バイパスは難所である国道9号駟馳山峠の迂回や岩美町
等からの救急搬送、山陰海岸ジオパークを軸とした広域的な観
光連携の強化などを目的に、平成26年3月に全線開通したとこ
ろです。
　開通後、並行する現道区間の通行車両はバイパス利用に転換
しており、整備効果が発現していると認識しております。
　引き続き、関係自治体等で、地域の課題、今後の計画、整備
効果等について検討頂きたいと考えております。
（鳥取県）
　山陰近畿自動車道（南北線）の更なる活用や、福部地域のま
ちづくりの観点などから、鳥取市や国土交通省と連携し、イン
ターチェンジのあり方や必要性を検討する。

実施予
定

11

インター
チェンジと
併せた要望
活動の拡充

福部町地域
振興課

（消防団福
部地区団）

令和3
年度

ふれあい会館で観光客
対象の防災訓練を実施
する。

実施回
数：1回以

上

ふれあい会館に確認したところ、観光客に避難訓練に協力して
もらうことは困難という回答であった。毎年デイサービス（市
社協）の利用者に協力してもらい訓練を実施していたが、令和
３年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のため、未実施。
観光客対象の訓練は困難なことから廃止とする。

廃止

12

周辺観光地
への誘客・
案内効果の
検証

福部地域
振興会議

（福部町
地域振興
課）

令和2
年度

令和2
年度

道の駅「きなんせ岩
美」などで、鳥取砂
丘への経路について
のアンケート調査等
を検討する。

検討回
数：1回
以上

令和３年度のアンケート調査実施に向け、アンケート原案作
成。新型コロナウィルスの影響で観光客が減少しているため、
収束時に道の駅「きなんせ岩美」でアンケート調査を実施予
定。

完了

13

周辺観光地
への誘客・
案内効果の
検証

福部地域
振興会議

（福部町
地域振興
課）

令和3
年度

道の駅「きなんせ岩
美」などで、鳥取砂
丘への経路について
のアンケート調査等
を実施する。（総合
政策調査委託事業な
どの活用）

調査回
数：1回
以上

「道の駅」配置計画実施要領（案）（平成8年11月建設省道路
局国道課）では、「道の駅」の設置間隔は10km～20kmを目安と
し、最大でも25km程度と定められている。「道の駅きなんせ岩
美」と新ICは6.5kmしか離れておらず、道の駅の設置は困難で
ある。また本市が物販施設を設置することも財政的に困難なの
で、当事業の実施は見合わせる。

廃止

14

砂丘らっ
きょうや梨
等販売店舗
の充実

福部町地
域振興課

令和元
年度

令和元
年度

総合支所ホールに砂
丘らっきょうや梨等
のタペストリーを設
置する。

設置 タペストリーを10枚製作し、支所の１階に掲示。 完了

15

砂丘らっ
きょうや梨
等販売店舗
の充実

鳥取砂丘
らっきょ
う花マラ
ソン大会
実行委員
会

令和元
年度

以降毎
年度

令和元
年度

以降毎
年度

鳥取砂丘らっきょう
花マラソン大会会場
にらっきょうや梨、
加工品などの販売
ブースを設け販売す
る。

毎年実施
鳥取砂丘らっきょう花マラソン大会（R1.10.27開催）に、らっ
きょう、加工品、野菜、コーヒー、パン、から揚げ販売等、１
０店舗に出店してもらい大会を盛り上げた。

完了

16

砂丘らっ
きょうや梨
等販売店舗
の充実

未来へつ
なぐらっ
きょう将
来ビジョ
ン研究会

（らっ
きょう女
子会）

令和2
年度

らっきょうの自動販
売機設置に向け、商
品開発や財源等を検
討する。

方針を決
定する

検討を重ね、財源は県のクラウドファンディング型ふるさと納
税を活用し、設置場所は鳥取砂丘ビジターセンターとした。設
置場所の管理者と協議したが、「収益事業には貸し出していな
い」との回答であったため、次の候補地の鳥取空港に当ってみ
たが、テナントの理解が得られず断念。
独自に自動販売機を設置することは諦め、既存の自動販売機で
扱える商品を開発する方向に転換し、次期計画に引き継ぐ。

次期計
画へ

17

砂丘らっ
きょうや梨
等販売店舗
の充実

未来へつ
なぐらっ
きょう将
来ビジョ
ン研究会

（らっ
きょう女
子会）

令和3
年度

らっきょうの自動販
売機対応商品を開発
し、町内に自動販売
機を設置する。

設置場
所：町内
に1カ所
以上

No.16に統合し、次期計画に引き継ぐ。
次期計
画へ
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福部町のまちづくり構想実施計画　進捗状況（令和３年度分）

No 細施策
誰が（誰

と）
（誰と）

いつま
でに

いつま
でに
（実
績）

何をやる
達成目標

指数
実施内容

実施状
況

18

福部町中心
部と道の駅
等の一体化
を想定した
経済効果の
検証

福部まち
づくり協
議会

令和2
年度

令和2
年度

県交差点から駅前交
差点までの県道の
ロードコンセプト、
実施方法を検討す
る。

コンセプ
ト、実施
方法決定

ロードコンセプトは「緑化運動の一環として、花づくり運動を
推進する」とし、令和2年6月にアジサイの補植作業（挿し木）
とロードの除草、令和2年11月にアジサイの補植作業を実施し
た。

完了

19

福部町中心
部と道の駅
等の一体化
を想定した
経済効果の
検証

福部まち
づくり協
議会

令和3
年度

決定したロードコン
セプトを実施する。

コンセプ
ト実施

あいさつロードは、毎月月初に１週間、あいさつを啓発するの
ぼり旗を設置。フラワーロードは、令和３年８月にアジサイの
補植作業（挿し木）とロードの除草、令和３年１０月頃にアジ
サイの補植作業を実施予定。

実施予
定

20

福部町中心
部と道の駅
等の一体化
を想定した
経済効果の
検証

福部まち
づくり協
議会

令和3
年度

令和3
年度

県交差点から駅前交
差点までの県道に愛
称を募集する（フラ
ワーロード＆あいさ
つロード）。

募集
既に県交差点から駅前交差点まではあいさつロード、市道海士
海岸線はフラワーロードの愛称があるため、新たな募集は行わ
ない。

完了

21
店舗の誘

致、新たな
起業の促進

福部町分
室

（福部未
来学園Ｐ
ＴＡ）

令和2
年度

令和元
年度

旧福部中学校の空き
教室の利活用につい
て地域住民・団体を
対象とする勉強会を
立ち上げる。

開催回
数：1回
以上

Ｒ元年度に学校教育課、福部未来学園で旧中学校舎の利活用に
ついて協議を行った。福部未来学園敷地内の建物は用途上不可
分で（建物が繋がっていなくても同様）、用途は学校施設のた
め、普通財産への変更が不可能で、よって民間事業者への貸し
出しも不可能という結論となた。
【活用方法】
①教室棟（南側）は文化財課が保管室として使用。
②管理棟（北側）の１階は未来学園の倉庫、２階の一部を学校
支援組織が使用。

完了

22
店舗の誘

致、新たな
起業の促進

福部地域
振興会議

令和2
年度

コミュニティセン
ターの跡地利用策に
ついて検討を行う。

検討会：
1回以上

令和元年９月に町内の関係団体に跡地利用策についてアンケー
ト調査を実施。その後、庁内関係課と協議したが、財政状況や
解体待ちの他施設との優先順位、当該地域には喫緊に整備が必
要な案件がないことなどから、現時点で取壊しは困難な状況。
次期計画に引き継ぎ継続検討とする。

次期計
画へ

23
店舗の誘

致、新たな
起業の促進

アイデア
館

（岩戸港
海女組）

令和2
年度

令和元
年度

アイデア館と岩戸港
海女組が共同で特産
品の開発を検討す
る。

品数：1
品以上

R元年度に岩戸海女組が収穫した茎わかめを使用し、福部アイ
デア館が「大根と茎わかめの佃煮」を商品化した。

完了

24
店舗の誘

致、新たな
起業の促進

福部町地
域振興課

令和2
年度

令和2
年度

仮）福部町活性化実
行委員会の立ち上げ
検討を行う。

検討会：
1回以上

新たな団体の立ち上げではなく、現在、福部未来学園の学習支
援を行っている「福部となりの学校」が、地域活性化事業の担
い手となれないか団体と協議した。来年度から鳥取市移住定住
空き家業務を受託し、町内の空き家調査を実施する予定。

完了

25
店舗の誘

致、新たな
起業の促進

（仮）福
部町活性
化実行委
員会

令和3
年度

令和3
年度

多鯰ケ池駐車場や砂
の美術館、鳥取砂丘
ビジターセンター前
で軽トラ市を開催す
る。

開催回
数：1回
以上

浜湯山多鯰ヶ池活性化委員会主催の「第４回手づくりいかだ
レース（7/25開催）」に、福部アイデア館のふれあい市グルー
プが出店（軽トラ３台、６名参加）。

完了

26
店舗の誘

致、新たな
起業の促進

福部地域
振興会議

令和3
年度

コミュニティセン
ターの跡地利用計画
を策定する。

計画策定 No22と統合し、次期計画に引き継ぐ。
次期計
画へ

27
店舗の誘

致、新たな
起業の促進

（仮）福
部町活性
化実行委
員会

令和3
年度

支所敷地内へのコン
ビニやマーケットの
誘致を検討する。

検討回
数：1回
以上

事業内容を「支所周辺への飲食業や商業施設等の誘致を検討す
る」に修正し、次期計画に引き継ぐ。

次期計
画へ

28
店舗の誘

致、新たな
起業の促進

（仮）福
部町活性
化実行委
員会

令和3
年度

駅前地区に飲食業な
どの店舗誘致を検討
する。

誘致活動 No.27と統合し次期計画に引き継ぐ。
次期計
画へ

9



福部町のまちづくり構想実施計画　進捗状況（令和３年度分）

No 細施策
誰が（誰

と）
（誰と）

いつま
でに

いつま
でに
（実
績）

何をやる
達成目標

指数
実施内容

実施状
況

29
福部駅によ
る鉄道利用
促進

福部町地
域振興課

（市立中
央図書
館）

令和2
年度

令和2
年度

「こんとあき」の原
作者から、福部町の
まちづくりのための
作品使用許可を得る
よう準備する。

準備

「こんとあき」を福部駅の駅舎に描くことで検討を進めてお
り、描画することの許諾については著者の了解が得られれば可
能であることが分かった。駅舎については、JRが鳥取県内の駅
舎のシンプル化を進めることとしているが、福部駅の方針は決
まっていない状況。
利用者の少ない駅を活用することの妥当性や費用対効果の検
討、また今後、長期間にわたり塩見川の河川改修工事が実施さ
れることや駅舎のシンプル化も不透明であることから、事業の
是非について、今後検討を行う。

完了

30
福部駅によ
る鉄道利用
促進

福部地域
振興会議

令和元
年度

令和元
年度

福部駅の活性化につ
いて、とっとりふる
さと元気塾と連携し
事業を実施する。ま
た必要に応じてJRと
の意見交換を行う。

事業実
施：１事
業以上

コミュニティセンターにてとっとりふるさと元気塾主催の「ふ
くべサロン～福部の未来の夢を語る会～」を開催（R1.11.26）
し、４１人が参加。福部町内で活躍する団体、個人の５団体の
活動発表や、参加者同士で福部町の活性化についてワーク
ショップを行った。

完了

31
福部駅によ
る鉄道利用
促進

福部地域
振興会議

令和2
年度

地域まちづくり事業
協同組合の設立を検
討する。

検討回
数：1回
以上

事業内容、雇用、事業採算性などを検討する必要があり、現時
点で見通しが立たず困難。既存の団体での活性化を検討するこ
ととし、次期計画に引き継ぐ。

次期計
画へ

32
福部駅によ
る鉄道利用
促進

福部地域
振興会議

（駅前自
治会）

令和3
年度

ＪＲと福部駅の活性
化について事業計画
を策定する。

事業計画
策定

浜湯山・多鯰ヶ池活性化委員会や福部となりのがっこうが福部
駅を活用した活性化を検討しているため、事業内容を変更し次
期計画に引き継ぐ。

次期計
画へ

33

 公共交通
機関の確保
とアクセス

向上

福 部 町 地
域振興課

（ 福 部 町
総 合 福 祉
セ ン
ター）
（ 交 通 政
策課）

令和元
年度

令和元
年度

らっちゃんバスと、
公共交通機関との接
続向上を検討する。

検討

運行者である鳥取市社会福祉協議会と協議を行った。朝夕は福
部未来学園の生徒、昼間は病院等への通院を行う高齢者の利用
を主としてダイヤを組んでおり、公共交通機関との接続向上を
図るためのダイヤ改正は困難な状況。

完了

34

 公共交通
機関の確保
とアクセス

向上

福 部 町 地
域振興課

（ 交 通 政
策課）

令和2
年度

令和2
年度

福部駅から砂丘まで
観光客を運送する方
法を検討する。

検討回
数：1回
以上

国土交通省鳥取運輸支局と事前協議を行い、情報収集を行っ
た。
また、鳥取大学工学部に協力いただき、町内の中学生以上を対
象とした「生活交通に関するアンケート調査」を実施。
令和3年度以降に関係団体と協議しながら、町内の公共交通の
方針を検討する。

完了

35

 公共交通
機関の確保
とアクセス

向上

福部町地
域振興課

（ 交 通 政
策課）

令和3
年度

免許返納者の対策に
ついて検討する。

検討回
数：1回
以上

令和２年度に町民を対象に実施した「公共交通に関するアン
ケート調査」の結果を参考にしながら、次期計画で継続検討す
る。

次期計
画へ

36

 公共交通
機関の確保
とアクセス

向上

福部まち
づくり協
議会

令和2
年度

町内のバス停にキャ
ラクター等を用いた
案内板の設置を検討
する。（住民参加型
バス停上屋整備事
業）

検討
各集落には集落名を表示した看板を設置しており、同じような
機能の看板を設置しても二重投資となるため廃止とする。

廃止

37

 公共交通
機関の確保
とアクセス

向上

福部まち
づくり協
議会

令和3
年度

町内のバス停にキャ
ラクター等を用いた
案内板を設置する。
（住民参加型バス停
上屋整備事業）

設置
各集落には集落名を表示した看板を設置しており、同じような
機能の看板を設置しても二重投資となるため廃止とする。

廃止

38
らっちゃん
バスの利用
促進

福 部 町 地
域振興課

（ 福 部 町
総 合 福 祉
セ ン
ター）
（ 福 部 未
来 学 園 Ｐ
ＴＡ）

令和元
年度

令和元
年度

らっちゃんバスの利
用促進方法を検討す
る。

検討回
数：1回
以上

鳥取市とらっちゃんバスの運行者である鳥取市社会福祉協議会
で、３回意見交換を実施。朝夕は福部未来学園の生徒で満員だ
が、昼間の便はほとんど利用者がない状況。鳥取市から公共交
通空白地有償運送の委託を受けて運行しており、事業の性格
上、利用者を事前に陸運局に届ける必要があるため、町外の方
を乗車させることはできない。町内の利用促進を図るには、路
線の拡大が必要だが、以前、日交バスと同一路線を運行したこ
とがあるが、らっちゃんバスの運賃の方が安価なため、日交バ
スからクレームを受け廃止した経緯がある。

完了

39
らっちゃん
バスの利用
促進

福 部 町 地
域振興課

（ 福 部 町
総 合 福 祉
セ ン
ター）
（ 福 部 未
来 学 園 Ｐ
ＴＡ）

令和2
年度

令和元
年度

らっちゃんバス車内
で作品展を実施す
る。

見直回
数：1回
以上

R1.7.24～8.9の間、らっちゃんバスの車内で福部保育園の園児
の絵画展示を行った。

完了

10



福部町のまちづくり構想実施計画　進捗状況（令和３年度分）

No 細施策
誰が（誰

と）
（誰と）

いつま
でに

いつま
でに
（実
績）

何をやる
達成目標

指数
実施内容

実施状
況

40

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

福部町地
域振興課

福部まち
づくり協
議会
福部町区
長会

令和2
年度

令和3
年度

空き家の利活用を進
める団体を模索し、
団体による空き家調
査を実施する。

調査回
数：1回
以上

令和2年度に当事業を実施可能な団体を模索し、「福部となり
のがっこう」と協議が整った。令和3年度から「鳥取市移住定
住空き家運営業務」を受託し、移住者向けの空き家探しや利活
用に向けた活動を開始。

完了

41

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

福部町地
域振興課

令和2
年度

令和3
年度

多くの移動販売車が
町内へ立ち寄れるよ
う誘致する。

誘致回
数：1回
以上

令和２年度にトスクが利用のない集落を廃止（１４→７）。と
くしまるは１３集落を週２回訪問、個人宅への訪問を行うなど
消費者のニーズに沿った販売を行っている。新たな業者を誘致
すると既存の業者の売り上げが減少し、経営に支障を来すた
め、現状維持とする。

完了

42

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

福部町地
域振興課

（清内谷
自治会）

令和3
年度

清内谷公民館の利活
用策について検討す
る。

検討回
数：1回
以上

清内谷区長の山里氏に利活用について相談したところ、集落か
ら言い出したことではないし、集落の持ち物なので他者での利
活用は考えていないと回答あり。実施困難なので廃止とする。

廃止

43

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

福部地域
振興会議

令和3
年度

令和3
年度

地域が主体となる空
き家対策組織の立ち
上げを検討する。

検討回
数：1回
以上

令和2年度に当事業を実施可能な団体を模索し、「福部となり
のがっこう」と協議が整った。令和3年度から「鳥取市移住定
住空き家運営業務」を受託し、移住者向けの空き家探しや利活
用に向けた活動を開始。

完了見
込

44

空き家対
策、移住定
住施策の推
進

 観光・ジ
 オパーク
 推進課

令和3
年度

空き家を活用して民
宿村を復活させる。

復活
物件探し、実施主体の検討、事業採算性、営業許可等クリアし
なければならい課題が山積しており、実施困難なため廃止とす
る。

廃止

45
救急・医療
環境の充実

福部地域
振興会議

令和3
年度

令和3
年度

救急搬送時の新イン
ターチェンジ設置の
効果を盛り込んだ要
望を行う。

要望回
数：1回
以上

令和４年度県政に対する要望事項(自民党要望)で、救急搬送時
の新インターチェンジ設置の効果を盛り込んだ要望を行った。

完了

46
塩見川等河
川改修事業
の推進

福部地域
振興会議

令和2
年度

令和2
年度

会議に県河川整備担
当課を招き意見交換
を行い事業の推進を
図る。

招聘回
数：1回
以上

第6回福部地域振興会議（R3.1.27開催）に鳥取県県土整備事務
所計画調査課を招き、塩見川河川改修事業の概要と進捗状況の
説明、意見交換を行った。

完了

47
塩見川等河
川改修事業
の推進

福部まち
づくり協
議会

令和2
年度

塩見川下流域の耕作
放棄地の利活用策を
検討する。

検討回
数：1回
以上

当該用地は大雨時の浸水対策用遊水池としての機能も有してお
り、塩見川の暫定改修工事が完了するまで（概ね10年間）利活
用は困難であることから廃止とする。

廃止

48
自主防災活
動の充実

福部町地
域振興課

（福部町
自主防災
会連合
会）

令和元
年度

令和元
年度

鳥取市総合防災訓練
の検討・実施

9/10実施
鳥取市総合防災訓練（R1.9.10）を福部未来学園で実施。住
民、未来学園生徒に参加してもらい、避難行動要支援者対応や
初期消火、煙体験、炊き出しなどの訓練を行った。

完了

49
自主防災活
動の充実

福部町地
域振興課

（福部町
自主防災
会連合
会）

令和元
年度～
令和3
年度

令和元
年度

自主防災組織の育成
研修の実施

開催回
数：1回
以上

区長会（R1.10.24開催）にて自主防災リーダー研修を実施
（DVD視聴）

完了

50
防災施設の
整備と防災
活動の強化

危機管理
課

令和元
年度

令和元
年度

防災無線屋外スピー
カーを町内に１７基
設置する。

設置
福部町内に防災行政無線（デジタル式）の屋外スピーカーを１
７基設置し、令和２年２月１日から運用開始した。

完了

51
防災施設の
整備と防災
活動の強化

福部町区
長会

令和元
年度

令和元
年度

各集落に地域内情報
伝達設備を整備し、
運用方針を定める。

策定
支所で運用方針（案）を作成。令和元年10月24日開催の区長会
で承認を得て、令和2年2月21日から音声告知端末の運用を開始
した。

完了

52
防災施設の
整備と防災
活動の強化

福部町地
域振興課

令和2
年度～
令和3
年度

令和2
年度

砂丘観光施設事業者
等と災害時の一時的
な避難場所としての
利用について協定を
検討する。

検討回
数：1回
以上

鳥取市砂丘観光協会長と事前打ち合わせを行い、R2.7.28に鳥
取市砂丘観光協会総会で協定（案）を説明。今後、会長が会員
にアンケート調査を行い意向をまとめる予定。

完了
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福部町のまちづくり構想実施計画　進捗状況（令和３年度分）

No 細施策
誰が（誰

と）
（誰と）

いつま
でに

いつま
でに
（実
績）

何をやる
達成目標

指数
実施内容

実施状
況

53
防災施設の
整備と防災
活動の強化

福部町総
合福祉セ
ンター

（福部町
区長会）

令和2
年度～
令和3
年度

令和元
～令和
３年度

地域の支えあい体制
の強化について、具
体的な取り組みを検
討する。

検討回
数：1回
以上

令和元年度にまちづくり協議会と福部町社会福祉協議会で実施
した「福部町支えあいのまちづくりアンケート」の結果を令和
２年度に各集落に配布。その後、中自治会がサロン（集いの
場）を立ち上げた。
令和３度は、支え合いマップの作成を通じて、地域で話をする
機会を作り、課題を抽出する予定だったが、新型コロナウィル
スの影響で実施できなかった。岩戸地区のみ支えあいマップを
完成した。
※実施は出来なかったが、取り組みの検討は行ったため、完了
とする。

完了

54
通学路の防
犯対策の充
実

福部まち
づくり協
議会

（福部町
区長会）

令和元
年度

令和2
年度

集落間の通学路に3カ
年計画で防犯灯を設
置（４２基）する。

設置

４２基設置完了。１基については令和2年度に設置予定。令和
元年度に４０基設置。令和2年度に残る３基について見直しを
行い、２基に変更（全部で４２基）。令和2年度に２基設置し
事業完了した。

完了次
期計画

へ

状況 件数
完了 31
完了⾒込 1
完了次期計画へ 1
次期計画へ 11
実施予定 3
廃⽌ 7
総計 54
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第２期　福部町のまちづくり構想実施計画（令和４年度から３年間）

No 柱 施策 細施策
記
号

実施主体 内容 具体的実施施策 担当課 実施次期 新規・継続

1
①道の駅等と併せた要
望活動の拡充

ア 地域振興課 IC設置要望
交通安全協会福部支部と連携して街頭啓発時に新IC設置要望に関する
チラシ等を配布し、取り組みの周知を図る。

地域振興課 毎年度 継続

2 ア 地域振興課
岩美広域農道の活
用

岩美広域農道を活用したイベントを検討する。 地域振興課
令和４年～
６年（随時）

継続

3 イ
浜湯山・多鯰ヶ池活性化
委員会

多鯰ヶ池周辺整備 多鯰ヶ池周辺の除草活動やインフラ整備を行う。 地域振興課 毎年度 新規

4 ウ
浜湯山・多鯰ヶ池活性化
委員会

多鯰ヶ池の活性化
イベント等の開催により、観光客に多鯰ヶ池の魅力を認知していただく機
会を創出する。

地域振興課 毎年度 新規

5
①インターチェンジと併
せた要望活動の拡充

ア

6
②周辺観光地への誘
客・案内効果の検証

ア

7 ア
未来へつなぐらっきょう将
来ビジョン研究会

新たならっきょう商
品の開発

自動販売機用のらっきょうの商品開発を行う。 産業建設課 令和４年度 継続

8 イ
未来へつなぐらっきょう将
来ビジョン研究会

地元の小学生への
PR

鳥取市内の小学校にらっきょうのプランターを配布し、らっきょうのPR及
び、食の教育を実施する。

産業建設課 毎年度 新規

9 ウ
未来へつなぐらっきょう将
来ビジョン研究会

首都圏でのPR活
動及び市場調査

新たな食べ方や売り方などを検討するため、首都圏でのらっきょうの即売
会やバイヤーとの意見交換を行い、、産地の発展に取り組む。

産業建設課 毎年度 新規

10
②福部町中心部と道の
駅等の一体化を想定し
た経済効果の検証

ア

11 ア 地域振興課
コミュニティセン
ターの跡地利用

コミュニティセンターの跡地利用策について検討を行う。 地域振興課
令和４年～
６年（随時）

継続

12 イ 地域振興課 商業施設等の誘致 福部町の中心部である支所周辺に商業施設等の誘致を模索する。 地域振興課
令和４年～
６年（随時）

継続

13 ウ
鳥取県義業協同組合福
部支所岩戸港海女組

海産物の販売促進
新たな場所で海産物や加工品の販売を行い、海女の活動の周知や販路
拡大を図る。

地域振興課 毎年度 新規

14 エ 福部未来学園PTA 資源回収
資源回収による資金獲得と学園への寄付・物品購入などの支援（部活動
支援含む）コンテナ設置を行ない、地域全体で回収できるように努める。

福部町分室

令和４年度
～６年度（年
２回）コンテ
ナ設置時に
は、通年活

動へ

新規

15 オ 福部となりのがっこう
福部未来学園の学
習環境支援

総合学習などの学習の機会において地域住民との接点や紹介を行う。 福部町分室
令和４年～
６年（随時）

新規

16 カ 福部となりのがっこう
子どもの多様な学
び環境の創出

旧福部中学校校舎を活用し、木工教室などを開催する。子供たちに多様
な学びの空間を創出する。（県森林環境保全税の事業を活用）

福部町分室

令和４年～
６年・木工教
室は毎週水
曜日・夏休
みの工作教

室

新規

「道の駅」等の設置は困難なため、当事業についても見合わせる。

柱２．に
ぎわいの
あるまち
づくり

①店舗の誘致、新たな
起業の促進

（２）福部
中心部
の中心
機能の
拡充

柱１．交
流のため
の基盤づ

くり

（１）山陰
近畿自
動車道
の新イン
ターチェ
ンジの設

置

②観光振興及び交通
渋滞解消の効果検証

（２）新イ
ンター
チェンジ
付近へ
の道の
駅等の
設置

「道の駅」配置計画実施要領（案）（平成8年11月建設省道路局国道課）では、「道の駅」の設置間隔は10km～20kmを目安とし、最大でも25km程度と定められてい
る。「道の駅きなんせ岩美」と新ICは6.5kmしか離れておらず、道の駅の設置は困難である。また本市が物販施設を設置することも財政的に困難なので、当事業の
実施は見合わせる。

（１）新た
な道の駅
等と福部
町中心
部の中
心機能
の連携

①砂丘らっきょうや梨
等販売店舗の充実

13



No 柱 施策 細施策
記
号

実施主体 内容 具体的実施施策 担当課 実施次期 新規・継続

17 キ 福部となりのがっこう
大人の多様な学び
の環境の創出

旧福部中学校校舎や町内遊休農地などを活用して、学園保護者をはじめ
とした大人の学びの空間を創出する。（タブレット勉強会等）

福部町分室
令和４年～
６年（随時）

新規

18 ク
浜湯山・多鯰ヶ池活性化
委員会

世代間交流 福部未来学園との世代間交流により、福部の歴史や文化の伝承を行う。 福部町分室 毎年度 新規

19 ケ 福部まちづくり協議会
美しい生活環境の
創造、循環型社会
を創造

地域の人々が生き生きと生活するため、花づくり運動、地域内の清掃など
を通して美しい環境づくりを進める。また、美しい環境を阻害しているごみ
問題に起因する不法投棄をさせない環境づくりを行う。

地域振興課 毎年度 新規

20 コ 福部まちづくり協議会
生き生きとした地
域の創造

人材育成を促進し、地域を創造する力（地域力）を高めるため、学習の場
を設ける。また、少子高齢化等により継承が困難となってきつつある伝統
文化事業について、地域の取組情報を共有化し、歴史的財産を継承・維
持するための方策を考案する。挨拶を交し合い、時間を厳守し、ルールや
マナーのアップを図る等、一人ひとりがこころ豊かに暮らせる、ふれあいを
大切にする地域づくりを進める。

地域振興課 毎年度 新規

21 サ 福部まちづくり協議会 社会教育学習
少子高齢化が進み、住民相互及び世代間の交流の場が減少しつつある
中、地域における社会教育・生涯学習など必要な知識・技術を習得するた
めの研修を行う。

地域振興課 毎年度 新規

22 ア
浜湯山・多鯰ヶ池活性化
委員会

福部駅活用事業 福部駅の環境。美観整備を実施する。 地域振興課
令和４年～

５年度
新規

23 イ
浜湯山・多鯰ヶ池活性化
委員会

福部駅活用事業 福部駅を拠点にした交流イベントの開催 地域振興課
令和４年～

５年度
新規

24 ウ 福部となりのがっこう 福部駅活用事業
福部駅のトイレ清掃を契機に、福部駅を活用した活性化策を検討、実施
する。

地域振興課

令和４年～
６年清掃は
毎週日曜日
イベント（不

定期）

新規

25 エ 地域振興課
地域活性化団体の
模索

地域活性化に取り組む団体の模索を行う。 地域振興課
令和４年～
６年（随時）

継続

26
①公共交通機関の確
保とアクセス向上

ア 地域振興課 免許返納者対策 免許返納者の対策について検討する。 地域振興課
令和４年～
６年（随時）

継続

27
②らっちゃんバスの利
用促進

ア
地域振興課、
福部町総合福祉センター

らっちゃんバスの
利用促進

らっちゃんバスの利用促進方法を検討する。 地域振興課
令和４年～
６年（随時）

継続

28 ア 福部となりのがっこう 有休空間活用事業
１）空き家・空き施設調査２）福部町内の空き家情報の収集及び空き家の
コーディネートを行う。

地域振興課
令和４年～
６年（随時）

新規

29 イ 福部となりのがっこう
お試し定住体験施
設管理事業

お試し定住体験の施設管理及び受け入れ対応を行う。 地域振興課
令和４年～
６年（随時）

新規

30
②救急・医療環境の充
実

ア 市民福祉課 健康づくり 市民の健康維持・増進を図るため、健康相談会を開催する。 市民福祉課
令和４年～
６年（随時）

新規

柱２．に
ぎわいの
あるまち
づくり

①店舗の誘致、新たな
起業の促進

（２）福部
中心部
の中心
機能の
拡充

②福部駅による鉄道利
用促進

柱３．誰
もが住み
よいまち
づくり

（１）町内
移動手
段の改
善

（２）居住
促進の
取り組み

①空き家対策、移住定
住施策の推進
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No 柱 施策 細施策
記
号

実施主体 内容 具体的実施施策 担当課 実施次期 新規・継続

31
①塩見川等河川改修

事業の推進
ア

鳥取県県土整備事務所
計画調査課

塩見川河川改修事
業

河川整備計画の目的である流下能力向上に向けた整備促進、整備手法
の変更による工期短縮及び暫定断面での整備により早期の流下能力向
上効果を得る。

産業建設課
令和４年～

６年
継続

32
②自主防災活動の充
実

ア
福部町自主防災会連合
会

防災活動
自主防災会で防災学習や訓練(避難所設営、防災備品の使用方法の確
認など)を実施する。

地域振興課
毎年度秋
(10～11月)

頃
新規

33 ア
鳥取市消防団福部地区
団

防災活動
消防団と消防署が連携し、地域の防災力を高めるため、放水訓練や水難
救助訓練を実施し、地域住民の安全確保を図る。

地域振興課
各毎年度1
回程度

新規

34 イ 福部町総合福祉センター
ふれあいいきいき
サロンの推進、支
援

身近な地域の交流の場の立ち上げ、サロン活動の助成、サロンの立ち上
げ支援などを行う。

市民福祉課
令和４年～
６年（随時）

新規

35 ウ 福部町総合福祉センター
支え合いマップ作り
講習会

住民主体によるい地域づくりを支援する。 市民福祉課
令和４年～
６年（随時）

新規

36 エ 産業建設課 耕作放棄地の管理 町内の耕作放棄地の管理方法について調査研究する。 産業建設課
令和４年～
６年（随時）

新規

37 オ 福部まちづくり協議会
美しい生活環境の
創造、循環型社会
を創造

地域の人々が生き生きと生活するため、花づくり運動、地域内の清掃など
を通して美しい環境づくりを進める。また、美しい環境を阻害しているごみ
問題に起因する不法投棄をさせない環境づくりを行う。

地域振興課 毎年度 新規

38
②通学路の防犯対策
の充実

ア 福部まちづくり協議会
集落間の防犯灯設
置

設置済み防犯灯の管理運営、及び追加要望があった場合、増設を行う。 地域振興課
令和４年～
６年（随時）

継続

柱４．災
害等に強
いまちづ

くり

（１）塩見
川等の
治水対
策の強

化

（２）防
災・防犯
対策の
充実

①防災施設の整備と防
災活動の強化
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